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～明和町を広く全国にＰＲを～

町長が明和町観光大使 　　　　　　 と対談

町では観光振興施策の一環として、明和町にゆかりのある方や明和町に愛着があり、

観光振興施策にご尽力をいただける方のご協力をいただき、明和町のＰＲと観光客の

誘客を図る「明和町観光大使事業」を実施しています。第1号としてご就任いただい

た明和町出身の作曲家 長岡成貢さんから、11月にご就任いただいた漫画家の萩尾望都

さんまで、11月末現在で34人の方が明和町観光大使としてご活躍いただいています。

11月13日には中井町長が東京都内において長岡成貢さん、萩尾望都さんと対談し、

明和町のＰＲと情報発信にお力沿えをいただくようお願いしました。

長岡さんは、当町を代表するまつりである斎王まつりのテーマ曲として組曲「斎宮

物語」を制作されました。この曲は第3楽章まであり、第1・第2楽章は斎王群行のテ

ーマ曲、第3楽章は「斎王の舞－慶びの章－」として制作され、その曲にあわせて振

り付けされた舞は現在、斎王の舞保存会の方々によって保存・継承されています。現

在も多数の人気アーティストへの楽曲提供のほか、ドラマ、映

画など様々な音楽制作に携わっておられます。

萩尾さんは、少女漫画で数々の人気ヒット作を描かれていま

すが、前回の伊勢神宮式年遷宮の年（平成５年）に、「王朝ロマ

ンのまち明和町」を広く全国にＰＲするため開催した「王朝ロ

マンフェスタ in 明和」での野外音楽群衆劇「斎王夢語」の原作

を手掛けられました。この劇は斎宮跡の美しい景観を利用した

舞台において、プロの役者と大勢の地元の皆さんがひとつにな

って共演するという画期的な方法により盛大に催されました。

なお、萩尾さんは平成24年に紫綬褒章を受章されています。
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萩尾望都さん原作
「斎王夢語」
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